
 

 

 

鉄道貨物輸送の重要性を考える 

 

鉄道貨物輸送、トラック輸送の社会的費用、上下分離、交通政策、物流政策 

 

担当教員 

   所 属：情報学部 総合情報学科  氏 名・役 職：小澤茂樹 教授 

 

概 要 

 現在、日本における貨物輸送の大部分はトラック輸送が担っている。一方で、トラック輸送に偏重し

た貨物輸送体系は、渋滞や交通事故、労働者不足問題、環境問題を引き起こしている。こうした状況へ

の対応として、トラック輸送から鉄道貨物輸送へのシフトが重要視されている。持続可能な経済および

社会の発展のために、鉄道貨物輸送を活用した貨物輸送体系の構築や交通政策を提言する。 

従来技術・競合技術との比較（優位性） 本技術の有効性 

フィールドワークを用いて、鉄道貨物輸送を重視

した交通政策が進展しているヨーロッパ諸国の事例

や知見を数多く収集し、経済理論および現状の両方

を勘案し、より現実的な政策提言を行う。 

 トラック輸送から鉄道貨物輸送へのシフトを実

現させることで、莫大な社会的費用を発生させて

いる渋滞や交通事故、今後深刻化すると予測され

ている労働者不足を根本的な解決することができ

る。 
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適用可能製品・技術 

 貨物輸送に関する適切な輸送機関分担のあり方を明示する。 

知的財産 

なし 

試作品状況    無    提示可    提供可   
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